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～で・こぼへようこそ～ 

就学や進級・クラス分けを目前に控え、不安な毎日を過ごされていませんか？ 

新しい環境、新しい先生、新しいお友達・・・新しいことが苦手な子どもたちがいます。 

発達障害をはじめとした育てにくさを感じるお子様を育てられている保護者にとって、この

時期はどうしても先々の見通しを少しでも持ちたい！少しでも穏やかに新しい環境を迎え

させたい！と、情報収集などに時間を費やすことも多いでしょう。 

不安もきっと大きいことでしょう。 

そんなとき、私たち“で・こぼ”も情報の入り口としてご利用ください。 

どんなことも、何とかなります。 

で・こぼには、情報や先輩保護者の工夫や経験が集まっています。 

共感してくれる仲間もいます。 

「誰に聞いたらいいのだろう？」 

「他のママ友には、子どもの困り感は絶対に知られたくない」 

「聞くことないけれど、聞くこと出てきたら、ちょっとしたことでも連絡してもいいの？」 

そんなとき、メールしてください。 

もちろん、答えられない事も出てくるかもしれません。でも、制度で何とかなること、話す

だけで・聞いてもらうだけですっきりすることがあるかも知れません。 

「で・こぼがあってよかった」 

で・こぼは、皆にとってそんな風に思われる親の会でありたいと思います。 

 

私たちは、「こうあるべき！」や「こうするしかない！」と指導するような場所ではありま

せん。一緒に悩み、一緒に考え・・・一緒によい方法を考えられたら嬉しいと思います。 

失敗や間違いは誰にでもあるものです。その失敗や間違いから得た学びは、とっても大きな

学びになります。そして、次の世代への贈り物になります。 

子どもたちに「失敗は成功の素」と私たち大人が自信を持って伝えられるように、私たちだ

って失敗や間違いを怖がらずに挑戦してみませんか？ 

そんな、仲間がふえますように・・・。 

で・こぼは、会員制の親の会ではありません。時間の都合が付くときに…お気軽にご参加く

ださい。 

いつでもあなたの参加をお待ちしております。 
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第 2号は、多方面で活躍されている柳下記子先生より寄稿いただきました。今回も「夢」がテーマです。 

 

鼻くそ丸めてドッコイショ！ そんな言葉が心地よくなるから不思議だ。かつて幼稚園教諭をしていた

頃に、遊びの師匠ともいえる有木昭久先生との遊びによくでてくる言葉。こんな言葉の数々に合わせて

身体を動かし、いつの間にか準備運動が終わる。私も子ども達も、ありんこ遊びが大好きだった。園庭

を隅々まで走りまわる日もあれば、隠れるところなど無い体育館で隠れんぼをしたりした。いつも何に

もないところに遊びが存在する。それが子どもと遊ぶ醍醐味だった。そんな毎日から離れて、もう、ど

れくらいになるだろう。 

 

   幼稚園教諭だった ある日、友人の子ども（A ちゃん）の家庭学習を見ることになった。学習といっ

ても、就学前の読み書き学習と人との関わり方で、今で言うソーシャル スキル トレーニングに当たる

学習だった。そこで、改めて就学に必要な事、小学校の現場、教育というものを目の当たりにした。知

らない事がいっぱいだった。これまで卒園を間近にしている子ども達に『小学校に入学する』準備をし

ているつもりだったが、その全てが何の根拠もなく行ってきた事に気がついた。当時、発達につまずき

を持つ A ちゃんの視点で、いま必要な事は何だろう、学校に行って困る事って何だろう、そう考えるよ

うになって気か付いたことがある。卒園が間近になると「うちの子、学校でやっていけるでしょうか」

そんなことを父兄に聞かれる、「大丈夫ですよ！」私は、大抵そう応えていた。 なんの根拠もないまま

にそう告げられた言葉に、父兄は安心するだけでなく、その言葉を頼りにもする。それを知った時、心

から申し訳ないと詫びずにはいられなかった。なぜなら、元気に卒園していったはずの子ども達がドロ

ップアウトし学校へいけなくなったという知らせや上手くいかず不適応な状態だという現実を知ったか

らだ。もっと早くにシッカリとしたアセスメントができていたら、もっと小学校のことを把握していた

ら、卒園するまでに根拠をもって、大丈夫な部分を育むことができたかもしれない、今の辛さを半分に

できたかもしれない。そう思ったとき、私は幼稚園を辞める決心をした。 

小学校を知ろう！幼稚園の外から、もっと広い視野で子どもたちを観よう、考えよう。 

 

そして、今、私は小学校で個別支援教室の指導員をする傍ら、視覚発達支援センターで視覚的に問題

を抱えた子ども達をみたり、学習を教えたりしている。ご家族が本当の安心を持つことができるように

教育相談、子育てセミナーの場を開いている。 

こうしたことから、子どもとご家族が安心できる教育の場（小学校、中学校、地域）ができたら、私

はまた あの園庭に戻り、子ども達と大の字に寝ころび空を見上げたい。 
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で・こぼの活動予定 ～座談会は随時～ 

 

4 月 23 日(土) “柳下 記子先生学習会” 

「教室の中の 気になるあの子のためのイロハ」 

「教室の中の気になるあの子から発想した教材・教具」著者 柳下 記子先生による学習会 
 

～柳下先生より～ 

だれでも得意や苦手はあるものです。 

そうわかっていても、学校という場所はみんなができるようになることを強いがちです。 

ですから、子どもたちはそれができなくなったとき、できないことや苦手であることが  

いけないことのように思ってしまいます。 

その気持ちが、いくつも積み重なっていくと、できない時点であきらめてしまいます。 

一度、あきらめてしまうとあきらめ癖がついていき、どうしたらできるようになるか、   

何があったらできるようになるかを考えられなくなってしまいます。 

できることにこだわるのではなく、何があったらできるようになるのかを大切に想えるよ

うになっていただけたら幸いです。 

（「教室の中の気になるあの子から発想した教材・教具」学事出版より） 

 

             詳細・お申し込みは・・・ 

申し込み専用サイト こくちーず よりお願いします。 

http://kokucheese.com/event/index/374891/  

 

 

 

・7 月 23 日 作業療法士 木村 順先生講演会 

  講演会の内容詳細は、4 月頃にご案内いたします。  

 

 

http://kokucheese.com/event/index/374891/
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で・こぼからの情報は facebook 及び くるくるチャンネルで 

ご覧いただけます。   

   くるくるチャンネル de・cobo                    facebook  de・cobo 

 

 

 

 

 

☆情報広場☆ 

・東京都教育委員会ホームページより 

「東京ベーシック・ドリル」のご案内 

小学校１年生から４年生までの国語・算数・社会・理科の基礎的な学習内容及び知識を身に

付けるためのドリルが公開されています。東久留米市では、放課後教室などで利用されてい

るようです。 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/manabiouen/basic_drill.html 

 

・独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 発達障害教育情報センター 

http://icedd.nise.go.jp/?page_id=22 

このホームページでは、子どものつまずきを、「学習面」「行動面」「社会性」の側面から      

Q＆A形式で説明しています。また、発達障害の障害特性を踏まえて指導・支援方法を紹介

しています。 

  

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/manabiouen/basic_drill.html
http://icedd.nise.go.jp/?page_id=22

